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ア
メ
リ
カ
の
低
所
得
者
層
が
住
宅
ロ
ー
ン
を

払
え
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
中
国
に
富
裕
層
が

生
ま
れ
て
贅
沢
な
暮
ら
し
を
は
じ
め
た
こ
と

と
、
私
た
ち
の
毎
日
の
生
活
に
必
要
な
食
品
そ

の
他
が
値
上
が
り
し
た
り
日
本
の
景
気
が
悪
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
に
、
い
っ
た
い
な
ん
の
関

係
が
あ
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
解
説
さ
れ
れ
ば
一
瞬

は
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
る
も
の
の
、
ど
う

し
て
そ
ん
な
遠
く
の
世
界
の
出
来
事
が
自
分
の

日
常
に
影
響
す
る
の
か
、
釈
然
と
し
な
い
人
も

多
い
だ
ろ
う
。

　

が
、
知
ら
な
い
あ
い
だ
に
私
た
ち
の
生
活

は
、
際
限
の
な
い
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
荒
波
に
飲

み
込
ま
れ
は
じ
め
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
す
る
有
効
な
処
方
箋

は
、
日
本
ば
か
り
で
な
く
ど
こ
の
国
で
も
ま
だ

見
つ
け
て
い
な
い
状
態
だ
が
、
は
っ
き
り
し
て

い
る
こ
と
は
、
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
を
食

い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、
ど
ん
な
状

況
に
な
っ
て
も
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
だ
け
は
守

る
、
と
い
う
、
確
固
た
る
意
志
と
覚
悟
を
も
た

な
け
れ
ば
な
ら
ば
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

と
い
っ
て
、
別
に
難
し
い
こ
と
を
し
ろ
と

い
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

私
た
ち
が
住
む
、
地
域
の
生
活
を
守
る
こ

と
。

　

土
地
に
根
ざ
し
て
暮
ら
す
、
昔
の
人
の
知
恵

に
学
ぶ
こ
と
。

　

日
常
の
基
本
的
な
農
産
品
を
外
国
に
依
存
せ

ず
、
自
分
た
ち
で
つ
く
り
、
小
さ
な
範
囲
で
流

通
さ
せ
る
こ
と
。
食
料
だ
け
で
な
く
生
活
の
道

具
や
資
材
も
含
め
て
、町
村
の
単
位
、あ
る
い
は

複
数
の
町
村
が
連
携
し
た
地
域
の
単
位
で
、
あ

る
程
度
の
も
の
を
自
給
で
き
る
態
勢
を
つ
く
る

こ
と
。
国
の
単
位
で
は
で
き
な
く
て
も
、
小
さ

な
単
位
で
な
ら
で
き
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
だ
。

　

荒
唐
無
稽
な
話
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
世
界
に
翻
弄
さ
れ
ず
、
国
も
頼
ら
ず
、
自

分
た
ち
の
暮
ら
し
を
自
分
た
ち
で
守
る
に
は
、

い
ま
か
ら
で
も
遅
く
な
い
か
ら
、
具
体
的
な
目

標
を
掲
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
荒
波

閑 休
話 題

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
画
家　

玉
村　

豊
男



町 村 週 報第２６３５号 （第三種郵便物認可） 平成２０年４月７日 ２

活 動

　

山
本
文
男
全
国
町
村
会
長
（
福
岡
県
添
田
町
長
）
は
じ
め
地
方
六

団
体
の
代
表
は
、
３
月　

日
、
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
な
ど
与
野

24

党
幹
部
と
面
会
し
、
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
関
係
法
案
の
早
期

成
立
、
地
方
税
、
地
方
交
付
税
総
額
等
の
確
保
の
た
め
の
関
係
法
案

の
早
期
成
立
な
ど
を
求
め
る
緊
急
声
明
を
提
出
し
た
。　

　

今
回
の
要
請
活
動
は
、
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
関
係
法
案
並

び
に
平
成　

年
度
地
方
税
、
地
方
交
付
税
総
額
等
の
確
保
の
た
め
の

20

関
係
法
案
の
年
度
内
成
立
を
求
め
た
も
の
。
地
方
六
団
体
代
表
は
、

総
理
大
臣
官
邸
で
福
田
康
夫
内
閣
総
理
大
臣
と
面
談
し
た
ほ
か
、
増

田
寛
也
総
務
大
臣
、
自
民
党
の
伊
吹
文
明
幹
事
長
、
民
主
党
の
菅
直

人
代
表
代
行
等
に
対
し
、
暫
定
税
率
の
維
持
を
含
め
た
関
係
法
案
等

の
年
度
内
成
立
を
強
く
要
請
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
福
田
総
理
と
の
会
談
で
山
本
会
長
は
、「
暫
定
税
率
が

廃
止
さ
れ
れ
ば
地
方
の
一
般
財
源
が
大
き
な
影
響
を
受
け
る
」
と
指

摘
。
そ
れ
が
財
政
の
硬
直
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が

り
、
住
民
の
反
発
を
招
く
と
強
い
懸
念
を
表
明
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
福
田
総
理
は
「
暫
定
税
率
が
な
く
な
っ
た
場
合
、

国
も
地
方
も
歳
入
欠
陥
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ
く
分
か
っ
て
い

る
。
何
と
か
最
善
の
努
力
を
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

一
連
の
会
談
の
中
で
、
麻
生
渡
全
国
知
事
会
会
長
（
福
岡
県
知
事
）

は
、「
地
方
の
財
政
を
守
る
た
め
に
は
暫
定
税
率
を
維
持
す
る
こ
と

が
不
可
欠
。
こ
れ
が
な
く
な
る
と
地
方
の
道
路
整
備
が
行
き
詰
ま
る

ば
か
り
で
な
く
、
借
入
金
の
返
済
に
も
支
障
を
来
す
」
な
ど
と
主
張
。

ま
た
、
民
主
党
幹
部
に
対
し
て
は
、
関
連
す
る
税
制
改
正
法
案
の
与

党
と
の
修
正
協
議
に
応
じ
る
よ
う
強
く
求
め
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、菅
代
表
代
行
は「
与
党
の
修
正
案
は
修
正
に
な
っ
て

お
ら
ず
、
議
論
に
乗
っ
て
も
議
論
に
な
ら
な
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

△

福
田
総
理
に
要
請
す
る
山
本
全
国
町
村
会
長（
左
端
）

道路特定財源の暫定税率維持などで道路特定財源の暫定税率維持などで
地方六団体代表が要請活動地方六団体代表が要請活動

道路特定財源の暫定税率維持などで
地方六団体代表が要請活動

道路特定財源の暫定税率維持などで
地方六団体代表が要請活動
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活 動

△

増
田
総
務
大
臣（
右
）

△

伊
吹
自
民
党
幹
事
長（
中
央
）

道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
関
係
法
案

道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
関
係
法
案

の
速
や
か
な
成
立
を
求
め
る
緊
急
声
明

の
速
や
か
な
成
立
を
求
め
る
緊
急
声
明

△

菅
民
主
党
代
表
代
行（
右
）

道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
関
係
法
案

の
速
や
か
な
成
立
を
求
め
る
緊
急
声
明

　

現
在
、
地
方
自
治
体
で
は
議
会
が
開
か

れ
、
来
年
度
予
算
が
そ
れ
ぞ
れ
議
決
さ
れ

つ
つ
あ
る
。そ
の
予
算
は
道
路
特
定
財
源
の

暫
定
税
率
維
持
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。

　

仮
に
も
、
暫
定
税
率
が
廃
止
さ
れ
れ

ば
、
議
決
さ
れ
た
予
算
に
直
ち
に
巨
額
の

歳
入
欠
陥
が
生
じ
、
地
方
行
政
は
大
き
な

混
乱
に
陥
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
そ
れ

ば
か
り
か
、
必
要
な
準
備
期
間
を
経
な
い

ま
ま
税
率
変
更
が
も
た
ら
さ
れ
る
結
果
、

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
、
自
動
車
の
販
売
等
を

め
ぐ
っ
て
国
民
の
経
済
活
動
に
は
大
き
な

混
乱
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

暫
定
税
率
の
期
限
切
れ
ま
で
残
さ
れ
た

時
間
は
わ
ず
か
１
週
間
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
切
迫
し
た
状
況
に
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
参
議
院
に
お
い
て
は
関
連
法
案
の

審
議
す
ら
開
始
さ
れ
ず
、
両
院
議
長
斡
旋

の
与
野
党
協
議
も
一
向
に
進
展
し
て
い
な

い
。
我
々
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
責
任
を
持

つ
立
場
と
し
て
、
こ
う
し
た
国
会
の
現
状

に
対
し
深
く
失
望
し
憂
慮
し
て
い
る
。

　

国
会
は
今
こ
そ
、
そ
の
最
も
重
要
な
責

･

務
で
あ
る
予
算
及
び
法
律
の
審
査 
決
定

と
い
う
責
務
を
果
た
し
、
国
民
生
活
の
安

定
を
図
り
、
そ
の
負
託
に
応
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
参
議
院
は
、
院
と
し
て
の
意

思
を
明
確
に
示
す
べ
き
で
あ
る
。

　

我
々
地
方
は
、
平
成　

年
度
予
算
の
執

２０

行
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
、当
面
、

暫
定
税
率
を
維
持
す
る
こ
と
を
前
提
に
与

野
党
が
早
急
に
協
議
を
行
い
、
関
連
法
案

の
審
議
に
全
力
を
尽
く
し
、
今
年
度
内
に

成
立
さ
せ
る
よ
う
緊
急
に
要
請
す
る
。

　

ま
た
、
国
会
審
議
等
で
暫
定
税
率
の
延

長
期
間
や
道
路
計
画
の
見
直
し
、
一
般
財

源
化
等
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、与
野
党
協

議
に
当
た
っ
て
は
、
遅
れ
て
い
る
地
方
の

道
路
整
備
の
実
態
や
、
危
機
的
な
地
方
財

政
の
現
状
、
さ
ら
に
は
地
方
分
権
の
推
進

の
観
点
か
ら
、
地
方
の
意
見
に
耳
を
傾
け

つ
つ
、十
分
な
検
討
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

平
成
平
成　

年
度
地
方
税
、地
方
交
付
税

年
度
地
方
税
、地
方
交
付
税

２０２０

総
額
等
の
確
保
の
た
め
の
関
係
法
案

総
額
等
の
確
保
の
た
め
の
関
係
法
案

の
早
期
成
立
を
求
め
る
緊
急
声
明

の
早
期
成
立
を
求
め
る
緊
急
声
明

平
成　

年
度
地
方
税
、地
方
交
付
税

２０

総
額
等
の
確
保
の
た
め
の
関
係
法
案

の
早
期
成
立
を
求
め
る
緊
急
声
明

　

地
方
税
及
び
地
方
交
付
税
は
、
地
方
公

共
団
体
の
運
営
に
必
要
な
一
般
財
源
の
枢

要
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

先
般
、
こ
れ
ら
の
関
係
法
案
が
衆
議
院

を
通
過
し
た
が
、
年
度
末
ま
で
残
り
１
週

間
と
な
っ
て
も
参
議
院
に
お
け
る
審
議
は

全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
法
案
が
年
度
内
に
成
立
し
な

け
れ
ば
、
地
方
が
期
待
す
る
地
方
再
生
対

策
費
を
含
む
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源

の
総
額
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
ず
、
地
方

公
共
団
体
は
事
業
着
手
時
期
を
先
送
り
す

る
な
ど
住
民
の
生
命
や
安
全
に
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支

障
を
来
た
す
こ
と
と
な
る
。
特
に
、
地
方

交
付
税
等
の
４
月
概
算
交
付
額
の
大
幅
減

少
に
よ
り
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営

を
混
乱
に
陥
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

現
下
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
に

あ
っ
て
、
住
民
・
国
民
の
生
活
の
安
定
や

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て

は
、
地
方
税
及
び
地
方
交
付
税
関
係
法
案

の
年
度
内
成
立
が
図
ら
れ
る
よ
う
強
く
要

請
す
る
。
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政 策

４

前
年
度
よ
り
１
・
９
％
減
少
し
た
が
、
退

職
者
数
の
増
に
よ
り
退
職
金
が
増
加
し
た

た
め　

兆
１
３
５
３
億
円
と
０
・
５
％
の

２５

減
少
に
と
ど
ま
っ
た
。
公
債
費
は
、　

兆
１３

２
５
１
１
億
円
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
振

興
基
金
貸
付
金
債
の
償
還
額
の
皆
減
に
よ

り
６
７
２
２
億
円
、
４
・
８
％
減
少
し
た

が
、
そ
の
影
響
を
除
く
と
１
・
７
％
の
増

加
と
な
る
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は　

兆
７
９
７
５

１４

億
円
と
６
・
５
％
の
減
少
で
、
う
ち
、
普

通
建
設
事
業
費
は　

兆
２
８
２
９
億
円
と

１４

５
・
４
％
減
。
同
事
業
費
の
う
ち
、
補
助

事
業
費
は
５
兆
８
０
７
３
億
円
と
６
・
０

％
、
単
独
事
業
費
は
７
兆
２
１
６
４
億
円

と
５
・
８
％
減
少
し
た
。

　

一
方
、
歳
入
総
額
は　

兆
５
２
８
３
億

９１

円
で
前
年
度
よ
り
１
兆
４
０
８
２
億
円
、

１
・
５
％
減
少
し
た
。
う
ち
、
地
方
税
は
、

個
人
住
民
税
と
法
人
２
税
の
増
加
に
伴
い

前
年
度
よ
り
１
兆
７
０
１
８
億
円
、
４
・

９
％
増
の　

兆
５
０
６
２
億
円
。
歳
入
総

３６

額
に
占
め
る
割
合
は　

・
９
％
と
前
年
度

３９

よ
り
２
・
５
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

　

地
方
交
付
税
は　

兆
９
９
５
４
億
円
で

１５

９
６
３
３
億
円
、
５
・
７
％
減
少
し
た
。

地
方
税
や
交
付
税
な
ど
一
般
財
源
は　

兆
５７

４
６
０
億
円
と
地
方
税
が
増
加
し
た
た
め

前
年
度
よ
り
３
・
５
％
増
加
。
歳
入
総
額

に
占
め
る
割
合
も　

・
３
％
と
前
年
度
よ

６２

り
３
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
こ
の
ほ

か
、
国
庫
支
出
金
は　

兆
４
４
７
１
億
円

１０

で
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
前
年
度
よ
り
１

兆
３
６
２
５
億
円
、　

・
５
％
減
少
。
地

１１

方
債
は
、
９
兆
６
２
２
３
億
円
と
臨
時
財

政
対
策
債
の
減
少
な
ど
で
７
５
４
０
億

円
、
７
・
３
％
減
少
し
た
。

実
質
収
支
黒
字
が
増
加

　

こ
の
結
果
、
実
質
収
支
は
１
兆
５
２
４

５
億
円
の
黒
字
で
黒
字
額
は
各
団
体
の
歳

出
削
減
努
力
や
税
収
の
伸
び
に
よ
り
前
年

度
（
１
兆
３
１
６
４
億
円
）
よ
り
２
０
８

１
億
円
増
え
た
。
た
だ
、
税
収
の
伸
び
の

大
き
い
東
京
、
愛
知
、
大
阪
の
３
都
府
県

を
除
く
と
７
２
４
億
円
の
増
に
と
ど
ま

る
。
単
年
度
収
支
も
２
２
０
４
億
円
の
黒

字
（
３
都
府
県
を
除
く
と
８
４
７
億
円
）

だ
が
、
前
年
度
（
２
３
７
０
億
円
）
よ
り

は
１
６
６
億
円
減
。
実
質
単
年
度
収
支
も

地
方
財
政
規
模
が
縮
小

　
　

年
度
の
歳
出
総
額
は　

兆
２
１
０
６

０６

８９

億
円
で
前
年
度
よ
り
１
兆
４
８
６
７
億

円
、
１
・
６
％
減
少
し
た
。
生
活
保
護
世

帯
数
の
増
加
や
児
童
手
当
の
支
給
対
象
年

齢
の
引
上
げ
な
ど
の
増
要
因
が
多
い
中

で
、
人
件
費
や
投
資
的
経
費
が
大
幅
減
少

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　

具
体
的
に
み
る
と
、
扶
助
費
は
、
生
活

保
護
世
帯
数
の
増
加
に
よ
り
７
兆
７
８
９

２
億
円
と
前
年
度
よ
り
１
・
６
％
増
加
。

一
方
、
人
件
費
は
、
各
団
体
の
行
革
努
力

に
よ
り
職
員
給
が　

兆
２
４
０
６
億
円
と

１８

2008年版地方財政白書

歳
入
・
歳
出
と
も
に
７
年
連
続
で
減
少

―　
町
村
財
政
の
厳
し
さ
浮
き
彫
り
に　
―

　

増
田
寛
也
総
務
相
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
０
６
年
度
の
地
方
財

政
決
算
を
分
析
し
た
「　

年
版
地
方
財
政
白
書
」
を
閣
議
に
報

08

告
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、　

年
度
の
地
方
財
政
は
歳
出
総
額

06

が　

兆
２
１
０
６
億
円
、
歳
入
総
額
が　

兆
５
２
８
３
億
円
で

89

91

そ
れ
ぞ
れ
前
年
度
よ
り
１
・
６
％
、
１
・
５
％
減
少
。
歳
出
・

歳
入
と
も
に
７
年
連
続
で
前
年
度
を
下
回
る
結
果
と
な
り
、
地

財
規
模
の
縮
小
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

ま
た
白
書
は
、
市
町
村
の
財
政
状
況
を
①
人
口
１
万
人
以
上

の
町
村
②
同
１
万
人
未
満
の
町
村
―
な
ど
団
体
規
模
ご
と
に
７

区
分
し
て
分
析
。
そ
の
結
果
、「
財
政
力
指
数
」
で
は
、
１
万
人

未
満
町
村
が
０
・　

で
７
区
分
中
、
最
も
低
く
、
１
万
人
以
上

31

町
村
が
０
・　

と
２
番
目
に
低
か
っ
た
ほ
か
、「
実
質
公
債
費
比

55

率
」
で
は
１
万
人
未
満
町
村
が　

・
５
％
と
２
番
目
に
、
１
万

16

人
以
上
町
村
が　

・
８
％
と
４
番
目
に
高
い
な
ど
町
村
財
政
の

14

厳
し
さ
が
改
め
て
鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。
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５

４
２
３
９
億
円
の
黒
字
だ
が
、
前
年
度

（
４
２
９
２
億
円
）よ
り
は
積
立
金
の
減
に

よ
り　

億
円
減
少
し
た
。

５３

　

な
お
、
実
質
収
支
が
赤
字
の
団
体
は
都

道
府
県
１
団
体
（
大
阪
）、
市
町
村　

団
体

２５

の
計　

団
体
で
前
年
度
よ
り
２
団
体
減
。

２６

前
年
度
に
赤
字
だ
っ
た　

団
体
（
１
道
１

２８

府
、　

市
町
村
）
の
う
ち　

団
体
（
１
府

２６

１７

　

市
町
村
）
が
引
き
続
き
赤
字
で
、
新
た

１６に
９
市
町
村
が
赤
字
と
な
っ
た
。

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
み
る
と
、
経
常

収
支
比
率
は
前
年
度
と
同
率
の　

・
４
％

９１

で
依
然
高
い
水
準
。　

年
前
（　

年
度
）

１０

９６

と
比
べ
る
と
６
・
６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率
も
前
年
度
と
同
率
の

　

・
９
％
。起
債
制
限
比
率
は　

・
６
％
で

１４

１１

前
年
度
よ
り
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
債
現
在
高
な
ど
か
ら
積
立

金
現
在
高
を
差
し
引
い
た
「
将
来
に
わ
た

る
実
質
的
な
財
政
負
担
」
は
、
１
３
７
兆

７
８
４
５
億
円
で
前
年
度
末
よ
り
１
兆
４

９
９
５
億
円
減
少
し
た
。
地
方
債
現
在
高

は
１
３
９
兆
５
９
３
億
円
で
９
９
２
３
億

円
、
０
・
７
％
減
、
債
務
負
担
行
為
額
は

　

兆
３
２
４
５
億
円
で
１
１
９
０
億
円
、

１２１
・
０
％
増
加
、
積
立
金
現
在
高
は　

兆
１３

５
９
９
３
億
円
で
６
２
６
２
億
円
、
４
・

８
％
増
加
し
た
。
な
お
積
立
金
現
在
高
の

増
加
額
か
ら
東
京
、
愛
知
、
大
阪
の
三
都

府
県
を
除
く
と
１
３
０
８
億
円
の
増
加
に

と
ど
ま
る
。

　

な
お
、
地
方
債
現
在
高
に
、
交
付
税
特

別
会
計
借
入
金
残
高
（　

兆
６
１
７
３
億

３３

円
、
前
年
度
比　

億
円
増
）
な
ど
を
合
わ

３１

せ
た
「
普
通
会
計
が
負
担
す
べ
き
借
金
残

高
」
は
２
０
０
兆
１
５
６
１
億
円
で
前
年

度
よ
り
は
１
兆
２
６
０
６
億
円
、
０
・
６

％
減
少
し
た
。

町
村
財
政
の
厳
し
さ
顕
著
に

　

さ
ら
に
白
書
は
、
市
町
村
を
団
体
規
模

別
に
①
人
口
１
万
人
以
上
町
村
②
人
口
１

万
人
未
満
町
村
―
な
ど
７
区
分
に
グ
ル
ー

プ
化
し
財
政
状
況
を
分
析
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
人
口
１
人
当
た
り
の
平
均
決
算
額

は
、
歳
入
で
は
１
万
人
未
満
町
村
が　

万
７３

円
（
前
年
度　

万
８
千
円
）
と
飛
び
ぬ
け

７４

て
最
も
多
く
、
１
万
人
以
上
町
村
が　

万
３９

８
千
円
（
同　

万
５
千
円
）
で
３
番
目
に

４０

多
い
。
同
じ
く
歳
出
も
、
１
万
人
未
満
町

村
が　

万
６
千
円
（
同　

万
４
千
円
）
と

７０

７２

や
は
り
突
出
し
て
多
く
、
１
万
人
以
上
町

村
は　

万
３
千
円
（　

万
１
千
円
）
で
４

３８

３９

番
目
に
多
か
っ
た
。

　

歳
入
の
内
訳
を
み
る
と
、
地
方
税
の
構

成
比
は
１
万
人
未
満
町
村
が　

・
７
％
で

１５

最
も
低
く
、
１
万
人
以
上
町
村
が　

・
７

２８

％
で
２
番
目
に
低
い
。
逆
に
交
付
税
の
構

成
比
は
１
万
人
未
満
町
村
が　

・
９
％
で

４１

最
も
高
く
、
１
万
人
以
上
町
村
が　

・
２

２８

％
で
２
番
目
に
高
い
な
ど
町
村
の
自
主
財

源
の
乏
し
さ
が
改
め
て
示
さ
れ
た
。
ま

増　　減　　率決　　　　算　　　　額
区　　　　分

17年度18年度増　減　額平成17年度平成18年度

％％億円億円億円　

　　　　歳 入

△　　0.6△　　0.5△　　2,563486,945484,382 都 道 府 県

△　　0.3△　　2.2△　11,167504,786493,619 市　町　村（純計額）

4.5△　　2.0△　　2,068102,692100,625  大 都 市

5.44.71,35929,06930,428  特 別 区

8.0△　　3.5△　　2,08959,29057,202  中 核 市

△　　2.70.310934,61134,720  特 例 市

13.1△　　2.4△　　4,933207,372202,439  都 市

△　　34.5△　　5.0△　　3,23665,30162,065  町 村

△　　7.6△　　3.0△　　　67022,16221,493  一 部 事 務 組 合 等

△　　0.5△　　1.5△　14,081929,365915,283 合　　　計（純計額）

歳 出

△　　0.7△　　0.7△　　3,374478,733475,359 都 道 府 県

△　　0.4△　　2.3△　11,142490,607479,465 市 町 村 （ 純 計 額 ）

4.3△　　2.1△　　2,166101,52599,359  大 都 市

5.34.01,13027,95429,084  特 別 区

7.9△　　3.5△　　2,01657,65555,640  中 核 市

△　　2.70.14433,80933,853  特 例 市

12.9△　　2.4△　　4,787201,205196,417  都 市

△　　34.6△　　5.0△　　3,14463,00759,863  町 村

△　　8.2△　　2.7△　　　56421,16420,600  一 部 事 務 組 合 等

△　　0.6△　　1.6△　14,867906,973892,106 合　　　計（純計額）

�����������������������

団体種類別決算規模の状況
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６

た
、
歳
出
の
構
成
比
は
、
１
万
人

以
上
町
村
で
は
民
生
費
、
総
務

費
、
公
債
費
の
順
で
高
く
、
１
万

人
未
満
町
村
で
は
公
債
費
、
総
務

費
、
民
生
費
の
順
で
高
い
。

　

財
政
力
指
数
は
、
１
万
人
未
満

町
村
が
０
・　

で
最
も
低
く
、
１

３１

万
人
以
上
町
村
が
０
・　

と
２
番

５５

目
に
低
い
。
実
質
収
支
比
率
は
１

万
人
以
上
町
村
が
５
・
３
％
と
最

も
高
く
、
１
万
人
未
満
町
村
が

４
・
８
％
と
２
番
目
に
高
い
。
経

常
収
支
比
率
は
１
万
人
未
満
町
村

が　

・
１
％
と
２
番
目
に
、
１
万

８８
人
以
上
町
村
が　

・
７
％
と
３
番

８８

目
に
低
い
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
１
万
人
未

満
町
村
が　

・
５
％
と
２
番
目
に
、

１６

１
万
人
以
上
町
村
が　

・
８
％
と

１４

４
番
目
に
高
い
。
起
債
制
限
比
率

は
１
万
人
以
上
町
村
が　

・
０
％

１０

と
最
も
低
く
、
１
万
人
未
満
町
村

は　

・
９
％
と
４
番
目
に
低
い
。

１０
一
方
、
将
来
に
わ
た
る
実
質
的
な

財
政
負
担
の
標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
比
率
は
、
１
万
人
以
上
町
村

が
１
９
０
・
４
％
と
最
も
低
く
、

１
万
人
未
満
町
村
が
２
０
１
・
１

％
と
２
番
目
に
低
か
っ
た
。

（
自
治
日
報
社　

内
川　

正
浩
）

起 債 制 限実質公債費経 常 収 支実 質 収 支財 政 力区　 　 分
比 率（ ％ ）比 率（ ％ ）比 率（ ％ ）比 率（ ％ ）指　 数

10.916.588.14.80.31町村（人口１万人未満）

10.014.888.75.30.55町村（人口１万人以上）

11.316.191.44.10.59小　都　市

10.714.589.54.60.83中　都　市

10.814.789.13.70.88特　例　市

11.214.387.43.50.80中　核　市

14.419.693.30.80.84大　都　市

団体規模別の財政状況

（平成２０年４月１日現在）

計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県計市町村計村町都道府県

271512210岡 山 県1510514富 山 県1803514515130北 海 道

2314909広 島 県1910909石 川 県401030822青 森 県

2013707山 口 県179808福 井 県351322616岩 手 県

24816115徳 島 県8119623725長 野 県361323122宮 城 県

178909香 川 県422121219岐 阜 県25131239秋 田 県

2011909愛 媛 県412318018静 岡 県351322319山 形 県

341123617高 知 県613526224愛 知 県6013471532福 島 県

662838434福 岡 県291415015三 重 県443212210茨 城 県

201010010佐 賀 県261313013滋 賀 県311417017栃 木 県

231310010長 崎 県261511110京 都 府3812261016群 馬 県

481434826熊 本 県43331019大 阪 府704030129埼 玉 県

1814413大 分 県412912012兵 庫 県563620317千 葉 県

30921318宮 崎 県3912271215奈 良 県39261385東 京 都

461828424鹿児島県30921120和歌山県331914113神奈川県

4111301911沖 縄 県19415114鳥 取 県28131569山 梨 県

1,7887831,005193812合　 計21813112島 根 県31201147新 潟 県

都道府県別市町村数
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村
の
概
要

弥
彦
村
は
、
新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る

越
後
平
野
に
位
置
し
、
日
本
海
側
に
聳
え
る

弥
彦
山
の
裾
野
に
広
が
る
面
積　

平
方
㎞
の

２５

村
で
あ
る
。
人
口
は
約
８
、
７
０
０
人
で
前

回
の
国
勢
調
査
で
は
僅
か
な
が
ら
も
人
口
が

増
え
て
い
る
。

越
後
平
野
の
豊
饒
な
大
地
で
の
農
業
と
、

観
光
が
基
幹
産
業
で
あ
る
。

弥
彦
山
麓
に
は
、
神
武
天
皇
の
勅
を
奉
じ

て
熊
野
か
ら
越
後
国
に
お
も
む
き
、
地
元
民

に
稲
作
・
漁
業
・
製
塩
・
酒
造
の
技
を
教
え

指
導
し
た
、
越
後
国
の
文
化
・
産
業
の
神
「
天

香
山
命
（
あ
め
の
か
ご
や
ま
の
み
こ
と
）」
を

祭
神
と
す
る
越
後
一
宮
彌
彦
神
社
が
鎮
座

し
、
弥
彦
は
そ
の
門
前
町
と
し
て
弥
彦
詣
の

人
た
ち
を
迎
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
北
国
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
も　

世
紀

１１

発
見
と
伝
え
ら
れ
る
歴
史
あ
る
観
音
寺
温
泉

を
中
心
に
古
く
か
ら
栄
え
て
き
て
お
り
、
今

も
弥
彦
温
泉
街
に
は
神
社
末
社
や
史
跡
・
旧

跡
が
数
多
く
点
在
し
て
い
る
。

自
然
景
観
に
も
恵
ま
れ
、
山
頂
か
ら
越
後

平
野
、
日
本
海
・
佐
渡
、
遠
く
能
登
半
島
ま

で
一
望
で
き
る
弥
彦
山
を
は
じ
め
、
桜
と
紅

葉
の
名
所
「
弥
彦
公
園
」
な
ど
四
季
の
彩
り

が
美
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

弥
彦
観
光
の
現
状

史
跡
や
名
所
な
ど
観
光
資
源
豊
富
な
弥
彦

だ
が
、
観
光
客
数
は
上
越
新
幹
線
や
関
越
・

北
陸
自
動
車
道
開
通
で
沸
い
て
い
た
昭
和　
６０

年
前
後
の
２
８
５
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
り
、

近
年
は
２
１
０
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い

た
。
ま
た
、
弥
彦
・
観
音
寺
温
泉
の
宿
泊
客

数
の
減
少
が
特
に
酷
く
、
ピ
ー
ク
時
の
半
分

弥彦村

新潟県

Ｎ

・
・

△彌彦神社境内を無料で案内する「弥彦観光ぼらんてぃあガイド」

現 地 レ ポ ー ト

地
域
資
源
を
活
か
し
た
活
性
化
策

〜
弥
彦
浪
漫
化
計
画
の
軌
跡
〜

新潟県新潟県　弥弥 彦 村　彦　村

た
い
街

た
い
街

住
み
よ
い
街
が
行
き
た
い
街

やや ひこひこ むらむら
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以
下
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
弥
彦
の
観
光
は

彌
彦
神
社
に
参
拝
す
る
だ
け
の
通
過
型
観
光

地
と
な
っ
て
い
た
。
近
年
、
知
ら
れ
ざ
る
弥

彦
の
魅
力
を
少
し
で
も
多
く
の
方
に
と
、
彌

彦
神
社
境
内
を
無
料
で
ガ
イ
ド
す
る
「
弥
彦

観
光
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
ガ
イ
ド
」
が
立
ち
上

が
っ
た
り
し
た
も
の
の
、
首
都
圏
に
向
け
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
中
心
に
お
こ
な
わ
れ

て
き
た
旧
態
依
然
の
観
光
宣
伝
が
続
い
て
い

た
た
め
、
団
体
旅
行
か
ら
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

て
旅
行
す
る
と
い
う
お
客
様
の
変
化
に
対
応

で
き
ず
、
低
迷
し
続
け
る
観
光
活
性
に
向
け

て
は
な
ん
ら
効
果
を
得
ら
れ
る
取
り
組
み
が

で
き
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

き
っ
か
け

そ
ん
な
現
状
を
な
ん
と
か
し
よ
う
と
、
平

成　

年
度
に
長
年
使
用
し
て
い
た
観
光
パ
ン

１６
フ
レ
ッ
ト
と
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
一

新
す
る
こ
と
に
し
た
。
今
ま
で
、
観
光
協
会

幹
部
と
村
で
製
作
し
て
い
た
方
法
を
改
め
、

観
光
関
係
者
の
他
に
広
報
に
て
作
成
委
員
を

村
民
か
ら
公
募
し
、
考
え
て
い
る
こ
と
や
こ

う
し
た
ら
良
い
と
い
う
こ
と
な
ど
の
意
見
を

観
光
に
携
わ
る
人
だ
け
で
な
く
、
携
わ
ら
な

い
人
か
ら
も
聞
こ
う
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
が
す
べ
て
の

始
ま
り
と
な
る
。

作
成
委
員
会
の
中
で
、
ま
ず
意
見
が

あ
が
っ
た
の
が
「
タ
イ
ト
ル
を
変
え
た

ら
他
の
観
光
地
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

言
っ
て
も
判
ら
な
い
も
の
に
し
た
く
な

い
。
一
目
で
弥
彦
と
判
る�
弥
彦
ら
し

い�
も
の
に
し
た
い
。」
と
言
う
も
の
で

あ
っ
た
。�
弥
彦
ら
し
さ�
を
表
現
す
る

＝
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
模
索
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
だ
が
、�
弥
彦
ら
し
さ�
と

は
何
か
？
と
い
う
こ
と
に
対
し
答
え
は

簡
単
に
出
た
。
弥
彦
ら
し
さ
と
は
「
彌

彦
神
社
を
中
心
と
し
た
歴
史
・
文
化
、

弥
彦
山
の
自
然
で
あ
り
、
ま
た
、
古
く

か
ら
弥
彦
詣
の
人
た
ち
を
迎
え
て
き
た

心
」
で
は
な
い
か
と
。

そ
し
て
完
成
し
た
の
が
、「
弥
彦
浪

漫
」
で
あ
る
。
彌
彦
神
社
を
中
心
と
し

た�

･

歴
史 
文
化�
と�
も
て
な
し
の

心�
と
い
う
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
わ
か
り
や

す
く
表
現
す
る
た
め
タ
イ
ト
ル
を
「
弥
彦
浪

漫
」
と
し
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
風
合
い
が
弥

彦
と
マ
ッ
チ
す
る
大
正
ロ
マ
ン
風
の
イ
ラ
ス

ト
を
採
用
し
た
。「
弥
彦
の
歴
史
は
大
正
ロ

マ
ン
程
度
の
も
の
で
は
な
い
、
万
葉
か
ら
の

歴
史
だ
。」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、�
わ

か
り
や
す
さ�
を
重
視
し
た
も
の
で
「
浪
漫

と
い
う
言
葉
に
は
様
々
な
意
味
合
い
が
あ

る
。
け
っ
し
て
大
正
ロ
マ
ン
に
と
ら
わ
れ
る

の
で
は
な
く
、
弥
彦
ら
し
さ
を
表
現
し
よ

う
。」
と
委
員
会
で
ま
と
ま
っ
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
同
様
の
イ
メ
ー
ジ
で
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図
り
、
統
一
性
を
持
た
せ

た
。

弥
彦
浪
漫
化
計
画

そ
し
て
平
成　

年
度
か
ら
は
、
弥
彦
ら
し

１７

さ
を
活
か
し
た�
ま
ち
づ
く
り�
で
、
個
性

あ
ふ
れ
た
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
し
合
わ
れ
、「
す
べ

て
の
活
動
に
弥
彦
ら
し
さ
を
」を
合
言
葉
に
、

昔
か
ら
弥
彦
で
使
わ
れ
て
い
た
「
住
み
よ
い

街
が
行
き
た
い
街
」
を
ベ
ー
ス
と
し
、
弥
彦

の
良
さ
・
特
色
・
個
性
を
住
民
一
人
一
人
が

見
つ
め
直
し
、
再
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
地

域
の
活
性
化
を
図
る
取
り
組
み�
弥
彦
浪
漫

化
計
画�
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

し
か
し
、「
弥
彦
ら
し
さ
を
す
べ
て
の
活

△

越
後
一
宮
彌
彦
神
社

△「
弥
彦
浪
漫
」の
イ
メ
ー
ジ
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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動
に
」
と
言
う
の
は
簡
単
だ
っ
た
が
、
で
は

ど
う
す
れ
ば
そ
う
な
る
か
？
と
い
う
点
が
問

題
と
な
り
、
ま
ず
は
「
目
標
と
し
て
の
弥
彦

浪
漫
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
コ
ン
セ
プ
ト
を
共
通
化
し
よ
う
」
と

弥
彦
浪
漫
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
イ
メ
ー
ジ
を
合

わ
せ
た
弥
彦
浪
漫
デ
ザ
イ
ン
で
イ
ベ
ン
ト
毎

の
ポ
ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
等
広
告
物
を
作
成
す

る
こ
と
に
し
た
。

当
然
な
が
ら
、「
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
す

ぎ
る
。」「
実
際
来
た
ら
ガ
ッ
カ
リ
さ
れ
る
。」

と
い
う
意
見
も
出
た
が
、「
目
標
が
無
け
れ

ば
皆
が
同
じ
方
向
に
向
く
こ
と
は
出
来
な

い
。」
と
考
え
、
作
成
に
踏
み
切
っ
た
。

今
思
え
ば
、
こ
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
か
ら
入
っ

た
こ
と
は
良
か
っ
た
と
思
う
。
そ
の
都
度
あ

れ
こ
れ
コ
ン
セ
プ
ト
を
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
活
動
す
る
よ
り
も
、
目
に
見
え
る
目
標
が

あ
っ
た
事
に
よ
り
、
弥
彦
浪
漫
化
計
画
と
い

う
取
り
組
み
が
加
速
し
、
浸
透
し
た
。

目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

取
り
組
み
だ
が
、
同
年
か
ら�
ま
ち
づ
く
り�

活
動
も
本
格
的
に
始
ま
る
こ
と
に
な
る
。

き
っ
か
け
は
新
潟
県
主
管
の
「
弥
彦
山
麓
景

観
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
っ
た
。
こ
れ

は
地
域
の
景
観
を
考
え
る
た
め
地
域
毎
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
計
画
を
立
て
実
践
す
る

も
の
だ
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

か
ら
、「
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
住
民
参
加
で

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
。」と
い
う
考
え
方
と

地
元
の
「
長
岡
造
形
大
学
」
と
の
繋
が
り
が

生
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
２
つ
は
現
在
の
弥
彦
浪
漫
化
計
画
の

重
要
な
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
平
成　

年
度

１８

に
お
こ
な
っ
た
「
全
国
都
市
再
生
モ
デ
ル
調

査
事
業
」
や�
良
寛
も
歩
い
た
弥
彦
浪
漫
の

道�
と
し
て
活
動
し
て
い
る
「
日
本
風
景
街

道
」
の
取
り
組
み
も
こ
の
住
民
参
加
型
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
と
長
岡
造
形
大
と
の
繋
が
り
と

い
う
「
産
官
学
民
」
の
連
携
が
あ
っ
て
こ
そ

だ
。ま

ち
づ
く
り
活
動
の
中
で
特
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、「
歩
い
て
楽
し

い
ま
ち
づ
く
り
」
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う

に
近
年
の
弥
彦
観
光
は
通
過
型
と
な
っ
て
お

り
、
滞
在
時
間
も
短
け
れ
ば　

分
と
い
う
の

３０

が
現
状
で
、
彌
彦
神
社
参
拝
と
ト
イ
レ
だ
け

と
い
う
人
も
多
い
。
そ
の
人
た
ち
の
滞
在
時

間
を
少
し
で
も
延
ば
し
、
見
て
も
ら
う
こ
と

に
よ
り
弥
彦
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、
経

済
効
果
を
得
る
こ
と
を
目
的
に「
ま
ち
歩
き
」

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

ゆ
っ
く
り
散
策
で
き
る
環
境
づ
く
り
と
し

て
の
沿
道
や
店
舗
前
へ
の
手
作
り
ベ
ン
チ
の

設
置
、
自
販
機
へ
木
枠
を
被
せ
る
修
景
作

業
、
ま
た
散
策
し
な
が
ら
楽
し
め
る
野
外
展

覧
会
の
実
施
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
特

に
好
評
な
の
が
、「
弥
彦
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
」

と
「
ま
ち
歩
き
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
生
ま
れ
た

取
り
組
み
で
、
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
は
「
夜
」、

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
「
昼
」
の
弥
彦
を
史
跡
・

旧
跡
が
点
在
す
る
小
路
を
中
心
に
散
策
し
な

が
ら
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
言
う
こ
と
で
企

画
し
た
。

弥
彦
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
と
割
り
箸
の
再
利
用
で
作
成
し
た
手
作
り

提
灯
を
手
に
「
弥
彦
観
光
ぼ
ら
ん
て
ぃ
あ
ガ

イ
ド
」の
案
内
の
も
と
、昼
と
は
一
味
違
う
夜

の
弥
彦
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
も
の
で
、
蛍
舞

う
６
月
下
旬
、
夏
休
み
期
間
の
８
月
上
旬
と

初
秋
の
９
月
中
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。

ま
ち
歩
き
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
は
、
初
秋
の

ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
と
同
時
開
催
し
、
夜
だ
け

で
な
く
、
昼
の
ま
ち
歩
き
促
進
の
た
め
実
施

し
た
も
の
。
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク
で�
弥
彦
の

ま
ち
歩
き�
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
お
か

げ
か
、
予
想
を
超
え
る
反
響
が
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
「
ま
ち
歩
き
」
の
取
り
組
み

は
成
果
が
出
つ
つ
あ
り
、「
お
客
様
の
動
き

が
変
わ
っ
た
」
と
地
元
か
ら
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
今
ま
で
弥
彦
の
中
で
も
彌
彦
神

社
周
辺
の
狭
い
エ
リ
ア
だ
け
で
完
結
し
て
い

た
も
の
が
「
ま
ち
歩
き
」
を
通
し
て
対
象
エ

リ
ア
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

短
期
で
も
成
果
が
あ
が
る
活
動
を

ま
ち
歩
き
は
徐
々
に
成
果
が
あ
が
っ
て
い

る
が
、
総
じ
て
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
活

動
は
短
期
間
で
は
成
果
を
求
め
に
く
く
、
中

長
期
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
と
な
る
。
そ
の

よ
う
な
成
果
の
あ
が
り
に
く
い
こ
と
ば
か
り

を
お
こ
な
っ
て
い
て
は
、
実
際
に
取
り
組
む

地
元
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
は
免
れ

ず
、
活
動
が
停
滞
し
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
観
光
協
会
の
情
報
宣
伝
部
会
、

商
品
開
発
部
会
を
中
心
に
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
「
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
」
の
普
及
と
地
域

△

弥
彦
ナ
イ
ト
ウ
オ
ー
ク

△

浪
漫
ブ
ラ
ン
ド
商
品
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フォーラム

ブ
ラ
ン
ド
「
弥
彦
浪
漫
」
の
立
ち
上
げ
に
取

り
組
ん
だ
。

Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
は
旅
館
飲
食
店
な
ど

の
営
業
施
設
や
公
共
施
設
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し
、
お
客
様
や
村

民
が
無
料
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
お
こ
な
っ
た
。
ビ
ジ
ネ

ス
客
誘
致
が
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
が
、
受

信
で
き
る
端
末
（
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
Ｄ
Ｓ
、
Ｐ

Ｓ
Ｐ
な
ど
）
も
多
か
っ
た
た
め
村
民
に
も
利

用
勝
手
が
良
い
と
好
評
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｆ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
を
利
用
し
た
街
角
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
動
画
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
公
開
や
、
協
会
員
同
士
の
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ

に
よ
る
通
話
も
普
及
を
進
め
て
い
る
。
２
年

前
、
２
ヶ
所
か
ら
は
じ
ま
っ
た
同
ス
ポ
ッ
ト

も
現
在
は
約　

箇
所
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

８０

地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
弥
彦
浪
漫
」
は
、
弥
彦

の
地
域
と
し
て
の
魅
力
の
向
上
と
、
土
産

品
・
特
産
品
な
ど
の
販
売
力
強
化
を
目
的
に

立
ち
上
げ
た
。
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
よ
り
地

域
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
を
目
指
す
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
何
よ
り
も
土
産

品
・
特
産
品
の
販
売
促
進
が
急
務
で
あ
っ
た

た
め
で
あ
る
。

立
ち
上
げ
に
向
け
て
の
商
品
開
発
部
会
で

は
「
本
物
志
向
の
強
い
昨
今
、
地
域
な
ら
で

は
の
魅
力
あ
る
商
品
が
並
ば
な
け
れ
ば
」
と

検
討
を
お
こ
な
い
、
既
存
の
農
産
物
や
人
気

の
土
産
品
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
に
入
っ
て
も
ら
う

前
に
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す
る
新

た
な
商
品
を
開
発
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
第
１
弾
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し
て
完

成
し
た
の
が
、
弥
彦
の
四
季
を
モ
チ
ー
フ
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
「
ハ
ン
カ
チ
」「
手
拭
い
」

「
足
袋
ソ
ッ
ク
ス
」「
一
筆
箋
」
で
あ
る
。
オ

リ
ジ
ナ
ル
商
品
は
期
間
限
定
で
発
売
さ
れ
た

「
お
で
ん
缶
」「
地
酒
」「
カ
レ
ン
ダ
ー
」「
う

ち
わ
」
を
経
て
、
現
在
第
２
弾
の
商
品
の
発

売
に
向
け
準
備
中
で
あ
る
。

今
後
の
課
題

こ
こ
数
年
の
間
に
様
々
な
取
り
組
み
を
観

光
協
会
と
共
に
住
民
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
と
い
う
形
式
で
実
施
し
、
成
果
が
上
が
っ

て
い
る
も
の
、
上
が
っ
て
い
な
い
も
の
が
出

て
い
る
訳
だ
が
、
今
の
課
題
は
地
域
間
・
住

民
間
で
の
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

�
温
度
差�
や�
意
識
の
ズ
レ�
の
解
消
で
あ

る
。弥

彦
村
内
の
観
光
へ
の
評
価
は
低
く
、
弥

彦
観
光
の
低
迷
は
当
然
だ
と
考
え
る
村
民
が

多
い
。
こ
れ
は
弥
彦
浪
漫
化
計
画
と
し
て
新

た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
今
も
同
じ
こ
と

が
言
え
る
。
そ
れ
を
村
民
が
外
で
話
を
す
れ

ば
、
ど
ん
な
に
大
き
な
Ｐ
Ｒ
を
お
こ
な
っ
て

も
水
泡
に
帰
し
て
し
ま
う
。

「
サ
ー
ビ
ス
が
悪
い
」「
彌
彦
神
社
頼
み
」

と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
打
ち
消
す
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
反
省
す
べ
き
だ

が
、
取
組
み
が
進
ん
で
い
る
今
、
そ
の
解
消

の
た
め
観
光
の
取
組
み
を
紹
介
す
る
「
観
光

か
わ
ら
版
」
を
広
報
と
一
緒
に
村
民
向
け
に

配
布
し�
内�
向
け
の
Ｐ
Ｒ
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。

観
光
か
わ
ら
版
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
弥

彦
は
今
ま
で
県
外
・
首
都
圏
向
け
一
辺
倒

だ
っ
た
Ｐ
Ｒ
を
見
直
し
、
村
内
・
県
内
向
け

の
Ｐ
Ｒ
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。

ま
ず
は
地
元
住
民
が
誇
れ
る
観
光
地
を
目

指
し
、
弥
彦
は
こ
う
取
組
む
と
い
う
コ
ン
セ

ン
サ
ス
を
弥
彦
村
民
か
ら
得
て
、
弥
彦
の
個

性
・
特
色
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
観
光
地
に

向
け
一
層
取
組
み
を
加
速
さ
せ
た
い
と
考
え

て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の�
住
民
が
誇
れ

る
と
こ
ろ�
こ
そ
最
も
重
要
な
こ
と
で
は
な

い
か
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
る
。

（
弥
彦
村
長　

大
谷　

良
孝
）

△

住
民
参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

（
T
E
L

T
E
L
０
３
０
３-

３
５
８
１

３
５
８
１-

０
４
８
６
）ま
で
。

０
４
８
６
）ま
で
。

町
村
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ
コ
ー
ナ
ー
で
は
掲
載
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
全
国
町
村
会
広
報
部

（
T
E
L
０
３-

３
５
８
１-

０
４
８
６
）ま
で
。

Ｎ
村
町

ａ
v

　

町
は
４
月
か
ら
、
企
業
誘
致
の
成
功
に
結
び

つ
い
た
情
報
提
供
者
に
最
高
１
、
０
０
０
万
円

の
報
酬
を
支
払
う「
企
業
誘
致
成
功
報
酬
制
度
」

を
始
め
た
。

　

対
象
と
な
る
企
業
は
、
製
造
や
卸
売
、
宿
泊
、

道
路
貨
物
運
送
、
倉
庫
、
梱
包
な
ど
の
各
業
種
。

自
然
科
学
研
究
所
や
農
畜
産
物
生
産
や
福
祉
関

連
の
特
定
事
業
も
対
象
と
す
る
。
建
設
や
小

売
、
廃
棄
物
処
理
、
デ
パ
ー
ト
、
総
合
ス
ー

パ
ー
な
ど
は
対
象
外
と
し
た
。

　

情
報
提
供
者
は
、「
企
業
誘
致
推
進
員
」
と
し

て
町
に
登
録
。
新
た
に
事
業
活
動
の
拡
大
を
検

討
し
て
い
る
企
業
に
関
す
る
情
報
を
町
に
提
供

す
る
。
成
功
報
酬
は
投
資
額
と
雇
用
数
に
応
じ

て
、
最
低　

万
円
か
ら
最
高
１
０
０
０
万
円
ま

４０

で
の
８
段
階
。
投
資
額
２
、
０
０
０
万
円
以
上

５
０
０
０
万
円
未
満
で
、
雇
用
６
人
以
上　

人
１５

未
満
の
場
合
は　

万
円
。
１
０
０
億
円
以
上
か

４０

つ
５
０
０
人
以
上
は
１
、
０
０
０
万
円
。
成
功

報
酬
の
支
払
い
は
、
企
業
が
実
際
に
操
業
・
営

業
を
開
始
し
た
後
に
な
る
。

　

町
は
新
年
度
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て

町
在
住
者
が
子
ど
も
を
出
産
し
た
と
き
に
、
お

祝
い
品
と
し
て
町
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
一
俵
（　
６０

キ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
贈
呈
す
る
「
す
こ
や
か
出
産

祝
品
支
給
事
業
」
を
開
始
し
た
。
近
年
、
町
の

出
生
数
は
年
間　

人
前
後
で
推
移
し
て
お
り
少

７０

子
化
傾
向
が
進
ん
で
い
る
た
め
、「
出
生
を
町

と
し
て
祝
い
、
明
る
い
地
域
社
会
づ
く
り
を
推

進
す
る
」
の
が
目
的
。
町
特
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
消
費
拡
大
を
図
る
狙
い
も
あ
る
。

　

町
に
よ
る
と
、
出
産
祝
金
を
出
す
地
方
自
治

体
は
多
い
が
、「
現
物
支
給
」
は
珍
し
い
と
い

う
。

　

同
事
業
は
、
４
月
１
日
以
降
に
出
産
し
出
生

届
を
出
す
と
、
５
キ
ロ
分
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
精
米

引
換
券　

枚
綴
り
が
も
ら
え
る
も
の
。
引
換
券

１２

は
１
年
間
に
限
り
、
町
内
の
「
道
の
駅
」
で
米

に
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
町
は
道
の
駅
き
た

か
わ
べ
物
産
販
売
施
設
指
定
管
理
者
の
三
国
物

産
と
協
定
を
結
ん
だ
。

　

町
は
、
２
０
０
８
年
度
当
初
予
算
に
約
２
３

０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
。

　　　

町
は
子
育
て
事
業
の
一
環
と
し
て
、
新
年
度

か
ら
第
３
子
以
降
の
出
産
に　

〜　

万
円
を
支

１０

５０

給
す
る
「
す
く
す
く
出
産
祝
金
支
給
事
業
」
を

始
め
た
。
出
産
の
奨
励
を
図
り
、
地
域
社
会
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
が
目
的
。

　

支
給
対
象
は
、
町
に
住
民
登
録
し
、
引
き
続

き
１
年
以
上
居
住
す
る
人
。
生
活
保
護
世
帯
や

町
税
な
ど
の
滞
納
者
は
対
象
外
で
祝
金
の
額

は
、
第
３
子
は　

万
円
、
第
４
子
は　

万
円
、

１０

２０

第
５
子
は　

万
円
を
支
給
す
る
。

５０

　

町
は
来
年
度
予
算
に
５
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
る
。

　

長
野
県
町
村
会
は
、
平
成　

年
度
か
ら
の
新

２０

規
事
業
と
し
て
、
時
事
通
信
社
が
運
営
す
る
ｉ

Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｐ
（
ｗ
ｅ
ｂ
版
官
庁
速
報
）
の
町
村
へ

の
無
償
提
供
を
始
め
た
。

　

従
来
、
町
村
は
個
々
に
購
読
契
約
を
し
て
い

た
が
、
厳
し
い
財
政
事
情
に
よ
り
「
購
読
で
き

な
い
」、「
購
読
部
数
が
制
限
さ
れ
る
」
と
い
っ

た
状
況
に
鑑
み
、
町
村
会
が
事
業
と
し
て
実
施

し
た
も
の
。

　

各
町
村
１
部
の
購
読
料
は
町
村
会
が
負
担
す

る
た
め
町
村
は
無
償
で
購
読
で
き
、
複
数
部
を

購
読
す
る
町
村
に
お
い
て
も
、
町
村
会
が
時
事

通
信
社
と
一
括
契
約
す
る
こ
と
に
よ
り
従
前
よ

り
も
低
額
な
負
担
で
の
購
読
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

　

こ
の
事
業
に
よ
り
、
県
下
全
町
村
が
国
や
地

方
自
治
体
の
政
策
情
報
や
各
種
審
議
会
の
状
況

な
ど
、
最
新
の
行
財
政
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

収
集
で
き
る
こ
と
と
な
る
。

　　

町
は
新
年
度
、
職
員
が
直
接
出
向
き
地
域
の

諸
課
題
の
聞
き
取
り
な
ど
を
行
う
「
地
域
担
当

制
」
を
導
入
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
身
近

な
も
の
と
し
、
生
活
に
安
心
感
を
創
出
す
る
こ

と
で
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
の

が
目
的
。

　

同
制
度
は
、
現
在　

あ
る
自
治
区
を
あ
る
程

６７

度
ま
と
め
、
グ
ル
ー
プ（
班
）を
編
成
。
そ
の
班

に
複
数
名
の
地
域
担
当
職
員
を
割
り
当
て
、
そ

の
班
員
が
区
長
文
書
等
の
配
達
や
地
域
諸
課
題

の
聞
き
取
り
、情
報
交
換
、実
情
の
把
握
な
ど
を

通
し
、
地
区
活
動
の
後
方
支
援
を
行
う
も
の
。

　

当
面
は
、
区
長
へ
の
文
書
（
広
報
）
配
達
を

き
っ
か
け
に
、
集
落
内
の
話
題
提
供
や
相
談
し

や
す
い
環
境
を
整
え
な
が
ら
、
地
域
と
役
場
の

橋
渡
し
的
な
こ
と
か
ら
始
め
る
。

　　　

町
は
、
平
日
に
役
場
に
来
庁
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
町
民
の
た
め
に
、
証
明
書
の
発
行
や
申

請
書
の
受
付
な
ど
の
窓
口
業
務
を
中
心
に
「
日

曜（
窓
口
）開
庁
」を
試
行
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　

開
庁
時
間
は
午
前
８
時　

分
か
ら
午
後
５
時

３０

　

分
ま
で
。
総
務
、
税
務
、
福
祉
、
上
下
水
道

１５な
ど　

課
で
、
住
民
票
の
交
付
や
税
金
の
収

１１

納
、
各
種
証
明
書
の
申
請
や
届
出
な
ど
の
業
務

を
取
り
扱
う
。

　

年
末
年
始
や
選
挙
投
票
日
な
ど
職
員
が
多
数

動
員
さ
れ
る
日
な
ど
は
開
庁
し
な
い
。

有
料
情
報
ツ
ー
ル
を

町
村
へ
無
償
提
供

長野県
町村会

岩手県
岩手町

企
業
誘
致
成
功
報
酬
制
度

を
創
設

出
産
祝
い
、
第
３
子
以
降

　

〜　

万
円
支
給

10

50

埼玉県
鷲宮町

埼玉県
北川辺町

出
産
祝
い
に
コ
シ
ヒ
カ
リ

三重県
明和町

日
曜
開
庁
を
開
始

「
地
域
担
当
制
」を
導
入

三重県
玉城町



町 村 週 報第２６３５号 （第三種郵便物認可） 平成２０年４月７日 １２

随 想

現
在
、
全
国
津
々
浦
々
に
少
子
高
齢
社

会
に
起
因
す
る
過
疎
化
現
象
が
ま
す
ま
す

進
行
す
る
な
か
に
お
い
て
、
ど
う
し
て
も

社
会
人
口
動
態
の
数
値
に
関
心
を
呼
ぶ
も

の
で
あ
る
が
、
殊
に
、
経
済
社
会
状
態
を

把
握
す
る
指
標
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

は
紛
れ
も
な
い
。
そ
こ
で
、
果
て
し
な
い

日
本
列
島
の
南
の
端
に
位
置
す
る
最
南
端

の
町
「
竹
富
町
」
で
は
、
新
し
い
胎
動
を

感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
本
町
を
知
り
思

い
を
寄
せ
て
い
る
多
く
の
関
係
者
も
同
様

な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
案
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
胎
動
と
は
平
成　

年
１７

に
国
勢
調
査
の
結
果
を
明
確
に
残
し
て
く

れ
た
。
そ
れ
は
、「
全
国
的
規
模
で
の
過

疎
化
減
少
が
進
行
し
て
い
る
中
で
、
人
口

が
５
ヵ
年
間
で　

％
増
」
が
明
る
い
展
望

１８

を
開
い
て
く
れ
た
と
の
思
い
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
、
時
代
の
潮
流
と
も
い
う
べ
き

か
、
脱
都
会
の
風
潮
に
あ
り
離
島
ブ
ー
ム

を
呼
び
起
こ
し
た
と
も
い
え
よ
う
か
、
九

つ
の
島
々
に
観
光
入
込
客
の
増
加
が
顕
著

で
、
つ
い
に
２
０
０
７
年
に
は
百
十
万
台

に
到
達
し
、
い
ま
や
好
調
に
推
移
し
て
い

る
現
状
で
あ
る
。
島
々
に
は
そ
の
福
音
が

訪
れ
「
元
気
な
町
」
に
位
置
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
る
。

さ
て
、
南
の
「
竹
富
町
」
の
実
像
が
見

え
な
い
ま
ま
で
は
、
な
か
な
か
理
解
が
得

ら
れ
な
い
で
は
な
い
か
と
思
う
。
竹
富
町

の
、
全
国
に
も
あ
ま
り
類
例
を
見
な
い
他

の
市
町
村
と
違
っ
た
特
異
性
を
紹
介
し
た

い
。
ま
ず
そ
れ
は
、
９
つ
の
有
人
島
と
７

つ
の
無
人
島
か
ら
な
る
多
島
一
町
の
島
嶼

の
町
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
町
の
構
成
を

時
の
先
人
達
が
ど
の
よ
う
な
政
策
・
戦
略

で
地
方
自
治
体
を
誕
生
さ
せ
た
の
か
検
証

し
た
い
。

そ
れ
は
、
１
８
７
９
年
（
明
治　

年
）

１２

琉
球
藩
を
廃
し
て
沖
縄
県
誕
生
と
な
る
。

所
謂
、
廃
藩
置
県
で
あ
る
。
勅
令　

号
を

４６

も
っ
て
沖
縄
県
島
嶼
町
村
制
が
施
行
さ
れ

て
初
め
て
八
重
山
群
島
地
域
に
一
つ
の
自

治
体
「
八
重
山
村
」
と
し
て
誕
生
し
た
の

で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
、
海
上
交
通
が

現
在
の
よ
う
に
発
達
し
て
お
ら
ず
、
島
々

間
の
海
上
交
通
に
非
常
に
不
自
由
・
不
便

を
囲
い
東
西
に　

㎞
、
南
北
に　

㎞
の
海

４０

４１

で
隔
て
ら
れ
た
島
々
は
広
範
囲
に
広
が

り
、
自
治
統
治
上
非
常
に
不
便
で
行
政
効

率
が
悪
い
と
の
理
由
か
ら
、　

ヵ
年
間
八

３５

重
山
村
が
八
重
山
群
島
を
統
治
し
た
。
１

９
１
４
年
（
大
正
３
年
）
県
令
で
八
重
山

村
は
、
石
垣
、
大
浜
、
竹
富
、
与
那
国
の

４
ヶ
村
に
分
村
。
な
ぜ
か
、
そ
の
当
時
竹

富
村
は
、
島
々
で
構
成
す
る
「
多
島
一
村
」

の
区
割
り
に
預
か
り
、
こ
れ
が
竹
富
町
の

地
方
自
治
体
と
し
て
の
誕
生
と
な
り
、
紆

余
曲
折
の
歴
史
が
築
か
れ
た
。
こ
の
間
に

は
、
現
在
の
石
垣
市
が
八
重
山
郡
の
拠
点

地
と
し
て
発
達
し
、
経
済
の
中
心
地
と
し

て
の
位
置
は
現
在
も
同
様
で
あ
る
。
し
か

し
本
町
は
、
他
地
域
に
比
し
て
、
自
然
資

源
や
先
人
が
残
し
た
文
化
遺
産
に
浴
し
て

沖
縄
復
帰
の
際
、
県
内
唯
一
の
西
表
国
立

公
園
が
設
定
さ
れ
、「
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ

ネ
コ
」
が
生
き
た
化
石
と
し
て
重
宝
が
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
一
方
、
県
内
の
、
９
つ

の
国
指
定
の
重
要
無
形
文
化
財
の
う
ち
、

３
つ
の
文
化
財
が
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
先
人
の
逞
し
い
足
跡
と
し
て
子
々

孫
々
に
継
承
発
展
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
先
人
達
の
貴
重
な
遺
産
を

預
か
る
現
世
の
私
達
は
、
大
き
な
責
務
と

そ
れ
を
誇
れ
る
人
々
に
も
っ
と
も
っ
と
啓

発
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
先
人
が
汗
を
か
き
、
知
恵
を

絞
り
、
村
を
創
り
、
逞
し
く
生
き
様
が
今

日
残
さ
れ
た
文
化
遺
産
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
八
重
山
で
は
、
有
史
以
来
、
竹

富
町
の
島
々
を
、「
離
島
ナ
ー
」、「
島

ぐ
ゎ
ー
」、
と
卑
下
し
た
呼
び
名
、
そ
し
て

最
近
は
「
島
ち
ゃ
び
」
と
愛
称
と
も
つ
か

ぬ
呼
び
名
で
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
常
に
一
歩

下
が
っ
た
語
感
を
与
え
、
そ
こ
に
住
む
人

び
と
、
そ
の
地
を
ふ
る
さ
と
に
持
つ
人
び

と
に
精
神
的
屈
辱
感
を
与
え
て
し
ま
う
。

例
え
ば
、
全
国 
離  
島 
振
興
協
議
会
、
ま

・ 
・

た
、 
離  
島 
振
興
と
よ
く
使
用
さ
れ
る
こ
と

・ 
・

ば
で
あ
る
が
離
島
の
定
義
、
ど
こ
を
基
点

に
し
て
呼
ぶ
の
か
、
中
央
集
権
的
な
視
点

で
は
な
い
か
な
ど
が
最
近
思
い
知
ら
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
私
は
、
島
々
に
強
く
、
逞

し
く
生
き
た
先
人
た
ち
に
申
し
訳
な
い
と

思
え
ば
こ
そ
せ
め
て
島
々
に
生
を
受
け
、

神
聖
な
温
か
い
ふ
る
さ
と
を
「
離
島
」
と

呼
び
捨
て
に
は
し
た
く
な
い
。
心
の
と
も

し
び
と
し
て
常
に
、「
島
び
と
」、「
島
々
に

住
む
人
び
と
」
と
表
現
す
る
こ
と
を
心
か

ら
奨
励
し
、
念
ず
る
も
の
で
あ
る
。

随

想

大　

盛　
　

武

沖
縄
県
竹
富
町
長

こ
だ
わ
り
の
「
島
」
の
文
字

△

赤
瓦
の
町
並
み


